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～栄村ポンプ操法大会～
　6月18日（日）村のポンプ操法大会が、さかえ倶
楽部スキー場で開催されました。
　各分団の選手は、日頃の練習の成果を発揮し、
鍛え抜かれた操法を披露しました。
　激戦の中、見事第二分団が優勝し、7月2日に中
野市で開催された北信大会に出場し、3位という
好成績を収められました。また、指揮者と一番員
が番員賞を獲得されました。
※詳細は2ページへ

主な内容
■ポンプ操法大会について••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P2
■金婚式についてほか•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P3
■国保税関連ついて•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P4-5
■平成30年栄村職員採用試験について••••••••••••••••••P6
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6
月
6
日
（
火
）
に
栄
村
消
防
団
か

ら
飯
山
市
消
防
団
へ
支
援
物
資
と
し
て

即
席
麺
9
0
0
食
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
斉
藤
眞
吾
団
長
と
油
科
浩

副
団
長
が
岡
山
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
現
地
対
策
本
部
を
訪
問
し
、
飯
山
市

消
防
団
の
明
石
団
長
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

5
月
下
旬
か
ら
土
砂
崩
落
に
よ
り
警

戒
体
制
が
続
く
飯
山
市
で
は
、
消
防
団

も
災
害
対
応
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
復

旧
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
よ
う
で
す
が
、

こ
の
支
援
活
動
が
飯
山
市
消
防
団
の
活

動
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
村
と
し
て
も
6
月
5
日（
月
）
に

飯
山
市
へ
見
舞
金
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

▲優勝した第二分団の選手たち

▲秋山婦人防火クラブによる操法も行われ、新たに
導入したポンプによる操法が披露されました。

▲斉藤団長（右）から明石団長（左）へ支援
物資をお届けしました。

▲番員賞の受賞選手

　

6
月
18
日
（
日
）
に
さ
か
え
倶
楽
部

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
平
成
29
年
度
栄
村

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

村
内
3
分
団
か
ら
各
1
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
安
全
で
正
確
か
つ
迅
速
な
操
法

技
術
を
競
い
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
優
勝
し
た
第
2
分
団

は
7
月
2
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
北

信
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技

・
優
勝　
　

第
２
分
団

・
準
優
勝　

第
３
分
団

・
第
３
位　

第
１
分
団

◇
番
員
賞

・
指
揮
者　

高
橋
健
太
（
第
１
分
団
）

・
１
番
員　

斉
藤
大
輔
（
第
２
分
団
）

・
２
番
員　

島
田　

洋
（
第
１
分
団
）

・
３
番
員　

広
瀬　

翔
（
第
１
分
団
）

　

地
震
等
の
災
害
に
よ
り
人
的
被
害
の

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
村
か

ら
の
次
表
の
と
お
り
避
難
情
報
を
発
令

し
ま
す
。
発
令
さ
れ
た
場
合
は
迅
速
な

避
難
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
局
地
的
な
豪
雨
等
で
危
険
性

を
感
じ
た
時
は
、
村
か
ら
の
避
難
情
報

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
判
断
で

直
ち
に
避
難
し
て
下
さ
い
。

飯
山
市
消
防
団
へ
支
援

栄
村
ポ
ン
プ
操
法
大
会

開
催

避
難
情
報
の

　
　

   

種
類
に
つ
い
て

種　類 内　　容
避難準備・
高齢者等
避難開始

○避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、
乳幼児等）とその支援者は避難を開始しましょう。

○その他の人は、避難の準備を整えましょう。

避難勧告
○速やかに避難場所へ避難をしましょう。
○外出することでかえって命に危険が及ぶような状況

では、近くの安全な場所への避難や、自宅内のより
安全な場所に避難をしましょう。

避難指示
（緊急）

○避難していない人は、緊急に避難場所へ避難をしま
しょう。

○外出することでかえって命に危険が及ぶような状況
では、近くの安全な場所への避難や、自宅内のより
安全な場所に避難をしましょう。

村が発令する避難情報の種類
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5
月
21
日
～
平
成
33
年
5
月
20
日
》
の

選
任
に
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両

氏
と
も
2
期
目
と
な
り
お
務
め
を
い
た

だ
き
ま
す
。

　

栄
村
議
会
の
6
月
定
例
会
に
お
い
て
、

栄
村
教
育
委
員
会
委
員
に
渡
辺
要
範
氏

（
横
倉
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

《
任
期
平
成
29
年

7
月
1
日
〜
平
成

31
年
1
月
4
日

ま
》
の
選
任
に
同

意
を
い
た
だ
き
、

お
務
め
を
い
た
だ

き
ま
す
。

　

6
月
8
日
（
木
）、
栄
村
文
化
会
館
か

た
く
り
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
平
成
29
年

▲中央（森川村長の左）が孫総領事
（絵手紙館で）

▶
山
田
知
周
氏

▶
上
倉
敏
夫
氏

　
６
月
28
日
に
中
華
人
民
共
和
国
駐
新

潟
総
領
事
館
か
ら
二
名
来
村
し
、
孫
大

剛
（
そ
ん
だ
い
ご
う
）
総
領
事
が
か
た

く
り
ホ
ー
ル
で
記
念
講
話
を
行
い
ま
し

た
。「
わ
が
ふ
る
さ
と
中
国
を
語
る
」
と

題
し
、
中
国
の
情
勢
、
日
本
と
の
関
わ

り
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
中
国

へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
信
保
育
園
児
が
手
作
り
国
旗
で
歓
迎

し
、
栄
中
学
校
全
校
生
徒
が
講
話
を
聴

く
な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ

れ
、
講
話
の
後
は
村
内
の
中
国
出
身
者

を
交
え
昼
食
と
絵
手
紙
館
の
観
覧
を
す

る
な
ど
、
栄
村
と
の
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
村
と
中
国
の

間
で
一
層
の
交
流
が
進
む
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

な
ど
を
住
民
の
皆
様
か
ら
お
聴
き
し
て
、

そ
の
解
決
の
た
め
の
相
談
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
、
関
谷
美
彦
さ
ん
（
月
岡
）

が
退
任
を
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
役
場

村
長
室
で
総
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
谷
さ
ん
に

は
平
成
24
年

4
月
1
日
か

ら
平
成
29
年

3
月
31
日
の

5
年
間
委
員

と
し
て
ご
活
躍

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

栄
村
議
会
の
3
月
定
例
会
及
び
5
月

臨
時
会
に
お
い
て
、
栄
村
監
査
委
員
に

山
田
知
周
氏
（
屋
敷
）《
任
期
平
成
29
年

4
月
1
日
～
平
成
33
年
3
月
31
日
》
と

上
倉
敏
夫
氏
（
雪
坪
）《
任
期
平
成
29
年

中
国
総
領
事
来
村

関
谷
行
政
相
談
員
へ

感
謝
状
贈
呈

栄
村
教
育
委
員
に
渡
辺
要

範
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

山
田
知
周
氏
と
上
倉
敏
夫
氏
が
栄

村
監
査
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

金
婚
式
が

　

 
開
催
さ
れ
ま
し
た

度
栄
村
金
婚
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

　
阿
部
徳
重
さ
ん
・
初
代
さ
ん
（
大
久
保
）

　
藤
木
八
十
治
さ
ん
・
み
ち
子
さ
ん
（
極
野
）

　
山
田
直
廣
さ
ん
・
と
し
子
さ
ん
（
小
赤
沢
）

　
福
原
順
作
さ
ん
・
セ
ツ
さ
ん
（
小
赤
沢
）

　

高
澤
正
三
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
（
平
滝
）

　
中
沢
重
光
さ
ん
・
か
つ
子
さ
ん
（
小
滝
）

　

廣
瀬
四
郎
さ
ん
・
ち
づ
子
さ
ん
（
森
）

　

廣
瀬
敏
男
さ
ん
・
ア
ツ
子
さ
ん
（
森
）

◇
対
象
者

　

昭
和
42
年
1
月
1
日
～
12
月
31
日
ま

で
に
婚
姻
さ
れ
た
ご
夫
婦

▶
渡
辺
要
範
氏
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　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族
基礎年金が受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保
険料免除制度」や「納付猶予制度」がありますので、役場窓口で手続きをしてください。また、学生の方は「学
生納付特例制度」をご利用ください。
　平成29年度の免除等の受付は平成29年7月1日から開始され、平成29年7月分から平成30年6月分まで
の期間を対象とします。
◆申請に必要な書類
・国民年金手帳または基礎年金番号通知書の写し
・雇用保険受給資格者証の写しまたは雇用保険被保険者離職票等の写し(失業等による申請の場合）
・学生証の写しまたは在学証明書《原本》（学生納付特例の場合）
※場合によりこれ以外に書類の提出を求める場合があります。

※1 40歳以上65歳未満の被保険者のみに賦課
※2 「特定世帯」とは、国民健康保険の加入者

が後期高齢者医療制度に移行したことにより、 
その世帯に国保加入者が1人となった世帯
のことです。この場合、5年間に限り平等割
が2分の1になります。

※3 「特定継続世帯」とは、特定世帯としての5
年間を満了した世帯で、3年間に限り平等
割が4分の3になります。

※4「特定同一世帯所属者」とは、後期高齢者医療制度の適用に
より国保資格を喪失した方で、喪失日以降も継続して同一の
世帯に属する方です。

① 世帯の所得に応じて均等割・平等割
の軽減割合を拡大します。

② 軽減判定所得が引き上げとなります。

～保険税は7月に前年中の所得金額等をもとに、年間税額を確定（本算定）します。7月中旬に納税通知書を送付します～

平成29年度 国民健康保険税について（お知らせ）

区　分
税率・税額

医療
給付費分

後期高齢者
支援金分

介護
納付金分※1

所 得 割 5.9％ 2.8％ 1.7％
資 産 割 41.3％ 19.3％ 10.3％
均 等 割（1人当たり） 12,270円 5,430円 5,080円

平等割
（1世帯
 当たり）

下記以外 15,040円 6,660円
4,060円特定世帯※2 7,520円 3,330円

特定継続世帯※3 11,280円 4,995円
課 税 限 度 額 540,000円 190,000円 160,000円

【問合せ先】住民福祉課　生活福祉係　☎0269-87-3114

【問合せ先】会計税務課  税務係　☎0269-87-3111

国民年金保険料免除等の申請について

○低所得世帯への軽減が拡充されます

平成29年度  保険税率

︲軽減のポイント︲

　国民健康保険税においては、前年中の所得金額が一定基準以下の世帯に対して、「均等割」と「平等割」を
減額しています。低所得者に係る軽減の拡充を図るため、現在の軽減率「6割、4割」を「7割、5割」へ拡大し、
新たに「2割」の軽減区分を設けました。また、軽減対象となる世帯の軽減判定所得が引き上げられました。
※軽減を受けるための申請は必要ありませんが、世帯全員の前年の所得を申告していないと軽減が適用されない場合があります。

軽減割合 軽減判定所得
（世帯主と被保険者及び特定同一世帯所属者※4の前年の総所得額）

6割 330,000円以下

4割 330,000円+（被保険者数+特定同一世
帯所属者※４× 265,000円）以下

軽減割合 軽減判定所得
（世帯主と被保険者及び特定同一世帯所属者※4の前年の総所得額）

7割 330,000円以下

5割 330,000円+（被保険者数+特定同一世
帯所属者※４× 270,000円）以下

2割 330,000円+（被保険者数+特定同一世
帯所属者※４× 490,000円）以下

平成28年度 平成29年度
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保険証の発行や保険料の徴収など身近な窓口は今までと変わりありません。
詳しい内容につきましては今後、「広報さかえ」にて順次お知らせいたします。

※1  住民税課税所得145万円以上の方などで、医療費の自己負担割合が
       3割の方。
※2  住民税課税世帯で、医療費の自己負担割合が2割または1割の方。
※3  8月～翌年7月までの年間限度額は144,000円となります。
※4  過去1年間に4回以上発生した場合、4回目以降は44,400円となります。
※5  過去1年間に4回以上発生した場合、4回目以降は140,100円となります。
※6  過去1年間に4回以上発生した場合、4回目以降は93,000円となります。

平成２９年７月まで

所得区分 外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

現役並み
所得者
※1

44,400円
80,100円＋
(医療費−

267,000円)
×1%

一般 ※2 12,000円 44,400円

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

平成29年8月から
平成30年7月まで

所得区分 外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

現役並み
所得者
※1

57,600円
80,100円＋
(医療費−

267,000円)
×1%  ※4

一般 ※2 14,000円
※3

57,600円
※4

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

平成30年8月から

所得区分 外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

課税所得
690万円

超

252,600円＋
（医療費－842,000円）

×1% ※5
課税所得
380万円超
690万円未満

167,400円＋
（医療費－558,000円）

×1% ※6
課税所得
145万円超
380万円以下

80,100円＋
（医療費－267,000円）

×1% ※4

一般 ※2 18,000円
※3

57,600円
※4

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

都道府県の主な役割 市町村の主な役割

〇財政運営の責任主体				  
〇国民健康保険運営方針に基づき、事務の効率化、
　標準化、広域化を推進			 
〇市町村ごとの標準保険料率を算定・公表 など

〇国民健康保険事業費納付金を都道府県に納付	
〇資格を管理（被保険者証の発行）			 
〇標準保険料率等を参考に保険料率を決定		
〇保険料の徴収、給付の決定・支給  など

国民健康保険に加入されている皆様へのお知らせ

【問合せ先】住民福祉課　戸籍住民係　☎0269-87-3114

◇◇平成30年4月から国民健康保険制度が変わります◇◇

◇70歳以上の方の高額医療費制度が平成29年8月から改正されます◇

　国民健康保険制度は現在、市町村がそれぞれ保険者として運営していますが、平成30年4月から都道府県
と市町村がともに共同保険者となって運営する形となります。これにより、安定的な財政や効	率的な事業運
営などを確保し、制度の安定化を図ります。また、都道府県が統一的な運営方針としての国民健康保険運営
方針を示し、市町村の事務の効率化、標準化、広域化を推進します。	

　医療費が高額になり、同じ月内の自己負担額が一定額を超えると、越えた
金額が国民健康保険から支給を受けられるのが高額医療費です。今回、70
歳以上の方の限度額について見直しが行われ、平成29年8月から下記のとお
り変更されます。世代間の公平と負担能力に応じた負担とする見直しです。
皆様の国民健康保険制度を維持していくためご理解・ご協力をお願いします。
（※激変緩和のため平成29年8月と平成30年8月の2回に分けて変更が行わ
れます。）	
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対
象
と
な
る
方
は
栄
村
福
祉

医
療
費
給
付
受
給
者
証
の
更
新

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
対
象
者
の
方
が
医
療

機
関
を
受
診
の
際
、
薬
局
で
処
方
を
受

け
た
場
合
に
、
窓
口
で
支
払
っ
た
自
己

負
担
金
の
一
部
を
お
返
し
（
償
還
払
い
）

す
る
も
の
で
す
。

　

既
に
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
年
に
１
回
の
更
新

手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

更
新
申
請
書
を
お
送

り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

申
請
書
の
提
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
ま
だ
受
給
さ
れ
て

い
な
い
方
や
、
障
が
い
者

等
級
の
変
更
に
よ
り
対

象
に
な
る
方
は
、
お
電
話

に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
給
資
格
に

は
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
所
得
に
応
じ
て

対
象
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
受
給
資
格
に

よ
っ
て
は
診
察
内
容
に
応

じ
て
対
象
と
な
ら
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

乳
幼
児
・
児
童
生
徒

で
の
資
格
区
分
の
方
は
、

手
続
き
は
不
要
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
４

　

村
で
は
平
成
30
年
4
月
1
日
採
用
予

定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
試
験
の
区
分
・
採
用
予
定
人
員

・
上
級
（
一
般
事
務
）
若
干
名

・
初
級
（
一
般
事
務
）
若
干
名

・
社
会
人
経
験
者
（
社
会
人
）
若
干
名

◇
試
験
日

・
1
次　

平
成
29
年
9
月
17
日
（
日
）

・
2
次　

10
月
下
旬
予
定

◇
試
験
会
場

・
栄
村
役
場

◇
試
験
内
容

・
1
次

○
教
養
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

　
（
一
般
事
務
）

○
職
務
基
礎
力
試
験
、
職
務
適
応
性
検
査

　
（
社
会
人
）

・
2
次

○
口
述
試
験
、
資
格
調
査

◇
採
用
予
定
年
月
日

・
平
成
30
年
4
月
1
日

◇
申
込
受
付
期
間

・
平
成
29
年
7
月
3
日
（
月
）
か
ら

　
平
成
29
年
8
月
10
日
（
木
）
ま
で

栄
村
職
員
を

         

募
集
し
ま
す

◇
住
所
要
件

①
栄
村
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
。
も

し
く
は
、
採
用
後
栄
村
に
住
民
登
録

を
し
て
居
住
す
る
予
定
の
者
。

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す
る

者
。
た
だ
し
、
平
成
30
年
3
月
31
日

ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込

み
の
者
を
含
み
ま
す
。

◇
給
与
等
《
初
任
給
》

・
上
級（
一
般
事
務
）
1
8
1
，5
0
0
円

・
初
級（
一
般
事
務
）
1
4
8
，8
0
0
円

⑴
社
会
人
等
の
経
験
の
あ
る
人
は
、
規

程
に
よ
り
前
歴
調
整
を
行
い
初
任
給

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑵
給
料
の
月
額
は
現
行
の
も
の
で
す
が
、

採
用
時
ま
で
に
改
定
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
改
定
額
に
な
り
ま
す
。

⑶
通
勤
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手
当
、
扶

養
手
当
、
住
居
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
条
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

行
政
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２

区　分 対　象　者
老　　　人 68歳以上～70歳未満の方

障 が い 者

身体障害者手帳1・2級の方
　　〃　　　　3級の方
65歳以上で身体障がい者の方
療育手帳A1・A2・B1所持者の方
精神保健福祉手帳1級所持者の方（通院のみ）
精神保健福祉手帳2級所持者の方（自立支援医療のみ）

乳幼児・児童生徒 0歳～満18歳に達する日以降の最初の3月31日までの方

母子・父子等
18歳未満（高等学校等卒業まで）の児童を扶養している方
18歳未満（高等学校等卒業まで）の児童の方
父母のない18歳未満（高等学校等卒業まで）の児童

〈栄村福祉医療給付金事業〉
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◇
会
場

　

長
野
県
北
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

談
話
室
１

　
（
長
野
保
健
福
祉
事
務
所
庁
舎
１
階
）

◇
日
程

　

毎
月
第
2
木
曜
日

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

＊
個
別
相
談
会
は
事
前
申
込
が
必
用
と

な
り
ま
す
。

　

申
込
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
役
場
総

務
課
企
画
財
政
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２

　

5
月
13
～
14
日
を
中
心
に
各
集
落
で

村
内
一
斉
美
化
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
全
体

で
5
3
0
㎏
（
昨
年
4
7
5
㎏
）
で
し

た
。
内
訳
は
燃
え
る
ゴ
ミ
2
5
5
㎏
、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
（
金
属
ゴ
ミ
、
空
き
缶
、

空
き
瓶
等
含
む
）
2
7
5
㎏
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
5
0
0
㎏
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
各

集
落
の
環
境
美
化
に
日
頃
か
ら
目
配
り

し
て
い
た
だ
き
、
き
れ
い
な
環
境
の
村

づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

不
法
投
棄
は
刑
法
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま

す
の
で
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
不
法
に
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
発
見

さ
れ
た
場
合
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
一
斉
美
化
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

生
活
福
祉
課
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
４

　

山
菜
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
山
菜
活
用

に
つ
い
て
指
導
・
助
言
を
行
う
専
門
家

で
す
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
る
た
め
に
は
日

本
特
用
林
産
振
興
会
に
設
け
ら
れ
て
い

る
山
菜
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修
・
登
録
委

員
会
に
よ
り
研
修
生
と
し
て
選
考
さ
れ

た
後
、
一
定
の
養
成
研
修
を
受
講
し
山

菜
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

研
修
へ
の
応
募
期
限
は
８
月
４
日
（
金
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
・
手
続
等
に
つ
き
ま
し
て

は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
３

　

長
野
県
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち

上
げ
て
社
会
貢
献
活
動
を
し
た
い
方
を

対
象
に
、
講
座
及
び
個
別
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

き
れ
い
な
村
を

       

築
き
ま
し
ょ
う

山
菜
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修

受
講
者
募
集
に
つ
い
て

平
成
29
年
度「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

設
立
講
座
」の
開
催
に
つ
い
て

　この宝くじの収益金は、各都道府県の販売実
績などに応じて配分され、市町村の明るく住み
よいまちづくりに使われます。

～宝くじは長野県内で買いましょう～

【発売期間】
平成29年7月18日（火）
～8月10日（木）まで

期間：平成29年7月22日（土）～7月31日（月）

夏の交通安全やまびこ運動が実施されます

《スローガン》　思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔
　　　　　　   （長野県交通安全スローガン）
《運動の基本》　子供と高齢者の交通事故防止
《重 点 目 標》　○生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底
 ○自転車の安全利用の推進
 ○飲酒運転の根絶
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平成29年度　入札結果情報
　今年度実施する事業つきまして以下のとおり経過報告します。

◆事 業 名：平成29年度　（他）村道志久見1号線村単道路改良工事（柳在家）
◆内　　容：柳在家地区内道路改良工事です。施工延長約120m、現道拡幅工事を行い、
　　　　　　高齢者にやさしい道づくりを行います。
◆工　　期：平成29年6月20日～平成29年9月15日
◆契約金額：4,860,000円
◆契約相手：有限会社　共栄建設　

◆事 業 名：平成29年度　村単村道箕作泉平線　測量設計業務（泉平）
◆内　　容：奥志賀公園栄線の交点から泉平集落への現道拡幅工事を実施するための測量
　　　　　　設計業務です。
◆工　　期：平成29年4月28日～平成29年11月30日
◆契約金額：6,480,000円
◆契約相手：株式会社　しな測　

◆事 業 名：平成29年度　（他）村道平滝17号線村単道路改良工事（平滝）
◆内　　容：平滝地区内道路改良工事です。施工延長約90m、冬期間除雪ができるように
　　　　　　拡幅工事を行います。あわせて、緊急車両等が入れるようにして、住民の生命
　　　　　　財産を守ります。
◆工　　期：平成29年5月29日～平成29年8月31日
◆契約金額：5,292,000円
◆契約相手：株式会社　廣瀬建設

◆事 業 名：平成29年度　（他）村道月岡2号線村単道路改良工事（月岡）
◆内　　容：月岡地区内道路改良工事です。施工延長約93m、現道拡幅を行います。あわせて、
　　　　　　緊急車両等が円滑に入れるようにして、住民の生命財産を守ります。
◆工　　期：平成29年6月20日～平成29年9月15日
◆契約金額：5,184,000円
◆契約相手：南雲工業

◆事 業 名：平成29年度　社会資本整備総合交付金事業
　　　　　　建設機械整備事業 ロータリー除雪車 220kW級 1台
◆内　　容：青倉・森地区内を除雪する機械が老朽化し、作業に支障が出ているため、機械
　　　　　　を更新します。
◆納　　期：平成29年11月30日　
◆契約金額：43,740,000円
◆契約相手：株式会社　前田製作所
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森
地
区
の
水
道
本
管
の
洗
浄
作
業
を

専
門
業
者
に
委
託
し
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
作
業
は
専
用
の
器
具
を
使
い
、

本
管
内
に
付
着
し
て
い
る
汚
れ
（「
マ
ン

ガ
ン
」
と
い
う
物
質
）
を
取
り
除
く
も

の
で
、
一
定
区
間
毎
に
断
水
を
し
な
が

ら
行
う
た
め
、
日
常
生
活
に
迷
惑
の
か

か
ら
な
い
よ
う
深
夜
に
作
業
を
行
い
ま
す
。

こ
の
作
業
状
況
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

次
の
日
程
で
見
学
で
き
ま
す
の
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
作
業
の
安
全
上
、

村
民
を
対
象
と
し
た
見
学
は
こ
の
日
限

り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
日　

時

　

平
成
29
年
7
月
10
日（
月
）
午
後
10
時

◇
場　

所　

J
R
森
宮
野
原
駅
前

◇
注
意
事
項

　

作
業
の
進
捗
状
況
に
よ
り
時
間
の
変

更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

　

長
野
県
で
は
、
県
内
の
国
道
や
県
道

の
道
路
情
報
や
維
持
管
理
に
関
す
る
要

　

森
地
区
水
源
転
換
工
事
は
、
震
災
前

の
水
源
を
再
度
使
用
し
、
安
心
安
全
な

水
道
水
を
供
給
す
る
べ
く
施
工
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
は
、
水
源
か
ら
旧
村
営
グ
ラ
ウ

ン
ド
ま
で
の
間
の
導
水
管
（
延
長
1
，

7
1
7
ｍ
）
を
敷
設
中
で
、
今
後
取
水

堰
堤
、
送
水
管
、
接
合
井
3
カ
所
の
新

設
と
工
事
を
進
め
、
本
年
10
月
31
日
の

完
了
を
目
指
し
ま
す
。

◇
施
工
業
者　

㈱
廣
瀬
建
設

◇
工
期　

平
成
29
年
4
月
27
日

　
　
　
　

～
平
成
29
年
10
月
31
日

◇
契
約
額　
４
７
，６
２
８
，０
０
０
円

◇
監
理
業
者　

㈱
昭
和
設
計
事
務
所

◇
工
期　

平
成
29
年
5
月
12
日

　
　
　
　

～
平
成
29
年
10
月
31
日

◇
契
約
額　

3
2
4
，0
0
0
円

望
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
「
信
州

ロ
ー
ド
観
察
隊
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
道
や
県
道
を
日
常
的
に
利
用
し
て

い
る
皆
様
か
ら
道
路
情
報
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
快
適
な

利
用
環
境
を
保
持
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ふ
る
っ

て
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間　

　

平
成
29
年
6
月
16
日
（
金
）
か
ら

　

平
成
29
年
7
月
14
日
（
金
）
ま
で

◇
隊
員
の
任
期

　

平
成
29
年
8
月
1
日
か
ら

　

平
成
34
年
7
月
31
日
（
5
年
間
）

◇
募
集
人
員　

制
限
あ
り
ま
せ
ん

【
応
募
・
問
合
せ
先
】

　

北
信
建
設
事
務
所　

飯
山
事
務
所

　

維
持
管
理
課　

管
理
係

　

☎
０
２
６
９
-６
２
-４
１
１
１

　

7
月
5
日
（
水
）
よ
り
役
場
で
は
毎

週
水
曜
日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
し
、
勤
務

時
間
終
了
後
す
み
や
か
に
帰
宅
す
る
こ

と
を
推
奨
し
、
職
員
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
、
ま
た
健
康
保
持
増
進
及
び
仕
事
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

　

午
後
5
時
15
分
に
は
す
べ
て
の
職
員

が
消
灯
し
退
庁
を
し
ま
す
の
で
、
村
民

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
育
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、

延
長
保
育
の
関
係
か
ら
実
情
に
応
じ
て

運
用
を
い
た
し
ま
す
。

　

7
月
よ
り
役
場
、
秋
山
支
所
の
玄
関

へ
エ
コ
ー
カ
ー
ド
（
ご
意
見
カ
ー
ド
）
を

設
置
し
ま
す
。

　

役
場
職
員
の
資
質
の
向
上
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
来
庁
い
た

だ
い
た
時
の
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
ご

意
見
を
伺
う
、
エ
コ
ー
カ
ー
ド
（
ご
意

見
カ
ー
ド
）
を
玄
関
へ
設
置
を
し
ま
す
。

　

記
入
を
い
た
だ
き
ま
し
た
用
紙
は
、

玄
関
入
口
へ
設
置
し
て
あ
り
ま
す
目
安

箱
へ
投
函
を
く
だ
さ
い
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

行
政
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２

平
成
29
年
度 

森
地
区

水
源
転
換
工
事
に
つ
い
て

水
曜
ノ
ー
残
業
デ
ー

の
実
施

水
道
本
管
洗
浄
作
業
の

　   

見
学
会
開
催
に
つ
い
て

「
信
州
ロ
ー
ド
観
察
隊
員
」

の
募
集
に
つ
い
て

エ
コ
ー
カ
ー
ド
の
設
置
に

つ
い
て

▲空気弁敷設作業の様子
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◀
菅
沢
で
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子

▲スキークラブでは大縄跳び
に挑戦

▶剣道クラブでは実際に
袴を着て素振り

　

毎
年
好
評
の
『
グ
ル
っ
と
ま
る
ご
と

栄
村
1
0
0
ｋ
ｍ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
』
を

今
年
は
8
月
5

㈯
・
6
日
㈰
に
開

催
し
ま
す
。
毎
年
、

多
く
の
方
々
か
ら

参
加
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
各
エ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
お
も
て
な
し
が

参
加
者
の
皆
さ
ん

か
ら
大
好
評
で
す
。

　

6
日
㈰
に
エ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

対
応
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
日
は
沿
道
で

の
村
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
温
か
な
声

援
も
併
せ
て
お
願

い
し
ま
す
。

　

6
月
5
日
（
月
）
栄
中
学
校
体
育
館

に
お
い
て
小
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
会
員

と
一
般
会
員
一
同
が
集
ま
り
団
結
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
結
式
終
了
後
は
各
ク
ラ
ブ
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
普
段

体
験
で
き
な

い
ク
ラ
ブ
で

の
活
動
に
、

新
鮮
味
を
感

じ
て
い
る
様

子
で
し
た
。

　

6
月
1
日
（
木
）
秋
山
郷
苗
場
神
社

に
お
い
て
、
苗
場
山
・
鳥
甲
山
・
佐
武

流
山
の
山
開
き
が
行
わ
れ
、
村
内
外
か

ら
集
ま
っ
た
参
加
者
一
同
で
山
の
安
全

豊
作
祈
願
を
し
ま
し
た
。

　

村
内
に
は
初
級
者
向
け
か
ら
上
級
者

向
け
ま
で
様
々
な
山
が
あ
り
ま
す
。
自

然
の
息
吹
を
感
じ
に
山
へ
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

登
山
情
報
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

秋
山
支
所　

観
光
係

　

☎
０
２
５
-７
６
７
-２
２
０
２

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
３
３

登
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

平
成
29
年
度
さ
か
え

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
団
結

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

『
グ
ル
っ
と
ま
る
ご
と
栄
村

1
0
0
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
』

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
つ
い
て
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去
る
5
月
26
日
、
第
1
回
編
纂
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
編
纂
基
本
計
画
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
栄
村
史
（
歴
史
編
・

自
然
編
）
を
今
後
5
年
間
で
調
査
・
執

筆
し
、
発
刊
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

計
画
の
決
定
を
受
け
、
編
纂
室
で
は

6
月
20
日
現
在
で
、
村
内
外
の
30
名
に

調
査
・
執
筆
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

第
1
回
の
執
筆
者
打
合
せ
会
議
は
8

月
21
日
（
月
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

執
筆
者
会
の
組
織
は
、
監
修
者
を
筆

頭
に
編
纂
主
任
を
置
き
、
歴
史
編
に
つ

い
て
は
、
原
始
・
古
代
・
中
世
・
近
世

を
「
歴
史
第
1
部
会
」、
近
代
・
現
代
を

「
歴
史
第
2
部
会
」、
民
俗
は
「
民
俗
部

会
」、
自
然
編
は
単
独
の
「
自
然
部
会
」

と
し
、
部
会
ご
と
に
調
査
・
執
筆
を
進

め
て
い
く
計
画
で
す
。

　

栄
村
指
定
文
化
財
の
「
島
田
氏
古
文

書
」
は
、
所
有
者
の
島
田
敬
子
氏
（
箕
作
）

か
ら
寄
託
の
申
し
出
が
あ
り
、
栄
村
歴

史
文
化
館
「
こ
ら
っ
せ
」
で
保
管
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

島
田
氏
古
文
書
は
江
戸
時
代
の
初
期

か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
文
書
で
、
昭
和

39
年
に
発
刊
さ
れ
た
栄
村
史
堺
編
の
編

纂
に
も
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
こ
れ
を
大
切
に
保
管
し
、
後

世
に
つ
な
げ
て
ゆ
き
ま
す
。
な
お
、
整

理
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
史
料
保
全
有

志
の
会
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
◇

村
史
編
纂
室
か
ら
③
◇
◇

▲桐たんすに保管された島田氏古文書

執
筆
者
の
依
頼
ほ
ぼ
終
了

島
田
氏
古
文
書
は
村
へ
寄
託

　
今
回
は
屋
敷
の
婦
人
会
長
の
魚
田

清
美
さ
ん
に
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　
５
年
程
前
に
屋
敷
で
は
バ
ス
停
周

辺
の
道
を
広
げ
る
た
め
、
そ
れ
ま
で

あ
っ
た
公
衆
ト
イ
レ
を
壊
し
建
て
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
屋
敷
の
婦
人
会

で
は
９
名
程
で
当
番
を
決
め
て
毎
日

毎
日
、
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
新
し
く
建
て
直
し
て
も
ら
っ
た

か
ら
、
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ

り
も
観
光
や
仕
事
な
ど
で
村
を
訪
れ

利
用
し
て
く
れ
る
人
の
た
め
に
き
れ

い
に
し
た
い
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
で
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。

　
魚
田
さ
ん
は
「
案
内
看
板
が
あ
れ

ば
利
用
者
が
増
え
る
の
で
は
」
と
、

よ
り
使
い
や
す
い
ト
イ
レ
に
な
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
し
た
。

▲屋敷の公衆トイレ

▲きれいに管理されていました。
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間
程
の
ハ

イ
キ
ン
グ

に
ピ
ッ
タ

リ
の
良
い

山
道
で

す
が
、
正

確
な
コ
ー

ス
マ
ッ
プ

も
な
か
っ

た
た
め
、

実
際
に

歩
い
て
、
所
要
時
間
を
計
測
。
不
足
し
て
い

た
看
板
を
作
り
、
最
終
的
に
は
秋
山
に
数
多

く
い
る
動
物
達
の
イ
ラ
ス
ト
も
配
置
し
た
小

赤
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
と
し
て

完
成
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
と
ね
ん
ぼ
で
無

料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
、
今
あ
る
観
光
資
源
を
使
い
地

域
の
魅
力
を
発
信
す
る
活
動
の
ハ
ー
ド
ル
は

決
し
て
高
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
劇

的
に
観
光
の
方
が
増
え
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
せ
っ
か
く
秋
山
郷
に
来
て
い
た
だ
い
た

方
に
「
道
や
地
図
が
ち
ゃ
ん
と
整
備
さ
れ
て

い
て
良
か
っ
た
！
」「
旅
行
の
記
念
の
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
が
買
え
た
！
」
と
、
喜
ん
で
い
た

だ
き
、
再
び
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、

こ
れ
は
小
さ
な
観
光
資
源
の
再
開
発
と
い
っ

た
所
で
し
ょ
う
か
（
笑
）   

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

坪
内 

大
地
）

と
を
大
切
に

思
い
、
考
え
、

伝
え
て
い
く
こ

と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

栄
村
の
ジ

オ
パ
ー
ク
ガ
イ

ド
の
会
は
誰
で

も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は

こ
ら
っ
せ
（
8
7
-2
1
0
0
）
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。（
文
責　

越
智
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
き
な
テ
ー
マ
の

一
つ
に
観
光
資
源
開
発
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

秋
山
郷
は
も
ち
ろ
ん
、
活
性
化
を
模
索
し
て

い
る
ど
ん
な
市
町
村
で
も
、
新
し
く
観
光
資

源
を
作
る
事
は
と
て
も
大
変
な
事
で
す
。
た

だ
、
今
あ
る
観
光
資
源
を
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
施
策
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ

デ
ア
で
出
来
る
と
思
い
、
こ
の
冬
か
ら
春
先

の
雪
ど
け
前
に
か
け
て
屋
外
で
の
活
動
が
出

来
な
い
時
期
に
取
り
組
ん
だ
事
が
二
つ
あ
り

ま
し
た
。
と
ね
ん
ぼ
の
観
光
案
内
窓
口
に
「
秋

山
郷
に
来
た
記
念
品
が
欲
し
い
」
と
言
わ
れ

る
観
光
の
お
客
様
の
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

観
光
地
の
定
番
の
お
土
産
で
あ
る
絵
葉
書
も

な
か
っ
た
た
め
、
秋
山
郷
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

を
作
っ
て
み
よ
う
と
、
秋
山
郷
に
ゆ
か
り
の

あ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
飯
塚
英
春
氏
の
ご
協
力
を

得
て
、
自
身
で
デ
ザ
イ
ン
し
、
秋
山
郷
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
試

験
販
売
の
段
階
で
、
売
上
は
私
達
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
動
資
金
に
充
て
て
い
ま
す
が
、

徐
々
に
売
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
将
来
的
に

は
民
宿
や
店
舗
で
委
託
販
売
し
て
い
た
だ
き

た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
。
秋
山
郷
の
コ
ア
な
フ
ァ

ン
に
人
気
の
あ
る
「
鈴
木
牧
之
の
道
」。
歩

い
て
み
た
い
け
ど
、
ど
う
行
け
ば
よ
い
で
す

か
？
と
問
合
せ
を
何
度
も
う
け
て
い
ま
す
。

自
分
で
も
何
度
か
歩
い
た
の
で
す
が
、
１
時

　

今
年
の
4
月
か
ら
月
1
回
を
目
標
に
、
栄

村
の
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
皆
で
集
ま
り
、

情
報
交
換
や
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た

い
、
と
い
う
よ
う
な
話
し
合
い
を
行
う
、「
栄

村
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
会
」
を
志
久
見
の

こ
ら
っ
せ
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
は
Ｈ
29

年
4
月
現
在
、
津
南
町
に
46
名
、
栄
村
は
12

名
で
す
。
え
、
栄
村
に
は
そ
れ
だ
け
し
か
い

な
い
の
、
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人

口
の
割
合
と
大
体
同
じ
く
ら
い
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
（
以
下

ジ
オ
ガ
イ
ド
）
で
す
が
、
地
域
の
こ
と
を
も
っ

と
知
り
た
い
、
遠
く
に
住
ん
で
い
る
家
族
や
、

知
り
合
い
が
栄
村
に
来
た
時
に
、
栄
村
の
こ

と
を
も
っ
と
説
明
し
て
み
た
い
、
と
思
っ
て

い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ジ
オ
サ
イ

ト
巡
り
に
出
て
、
そ
し
て
、
認
定
試
験
を
受

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
３
月
ご
ろ
、
津
南
町
の
な
じ
ょ
も
ん

で
試
験
を
行
い
、
ガ
イ
ド
の
認
定
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
津
南
の
高
校
生
も
ガ
イ
ド
に

な
り
ま
し
た
！

　

今
ガ
イ
ド
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち
も
、
は

じ
め
は
何
も
知
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

い
ま
す
し
、
今
で
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
、
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
に
と
っ
て
大
事
な

こ
と
は
、
単
な
る
知
識
よ
り
も
、
地
域
の
こ

秋
山
協
力
隊
通
信
vol.25

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信（
27
）

▲ポストカードとハイキングイラストマップ

▲栄村ジオパークガイドの会の様子

ジ
オ
サ
イ
ト
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　
７
月
９
日（
日
）　
９
時
～
15
時
30
分

　
参
加
無
料
・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

仙
当
城
、
常
慶
院
を
巡
り
ま
す
。
林
の
中

を
歩
い
て
い
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】

　
帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て

も
大
丈
夫
な
服
装
。

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　
☎
０
２
５-

７
６
５-

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い

る
方
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。



保健だより
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　先月は熱中症についてお知らせしましたが、そろそろ本格的に暑くなる時
期ですね。
　今月は夏を元気に乗り切るためのポイントについてお送りします。

　特にこの時期はのど越しの良い、そうめんや冷や麦が
食卓に並ぶことも多くなってくると思いますが、こうし
た食事だけでは炭水化物（糖質）が中心となり、たんぱ
く質・ミネラル・ビタミンが不足してしまいます。夏野
菜を一緒に取るなどのひと工夫をお願いします。
　食欲のないときには、香辛料や香味野菜を料理に取り
入れると、食欲増進の効果が望めます。レモン等のかん
きつ類・お酢の酸味も食欲増進・疲労回復の効果がある
ので使ってみましょう。

　水分補給は、熱中症の防止にもとても重要ですね。今
回は、夏バテを防ぐための、上手な水分補給のポイント
を紹介します。
　実は緑茶やコーヒーは利尿作用があるため、たくさん
飲んだとしても思っているよりも水分補給になっていま
せん。利尿作用のない、麦茶や水がお勧めです。スポー
ツドリンクは効率良く水分補給ができますが、糖分も多
く含まれています。飲みすぎには注意しましょう。
　冷た過ぎる飲み物は胃腸を冷やし、消化機能が低下し
ます。夏は汗をかき、水分補給が必要です。しかし、水
分の取り過ぎによる満腹感で食欲が低下しないよう、水
やジュースのがぶ飲みは控え、こまめにあまり冷たくな
いものを飲むようにしましょう。

☆食生活のポイント

☆水分補給のポイント

～夏に負けないからだづくり～
＠夏を元気に乗り切りましょう！

【問合せ先】健康支援課　健康増進係　☎0269-87-3020



岳北地域＆津南町情報コーナー

津 南 町 飯 山 市

木島平村 野沢温泉村

広 報 さ か え平成29年 7月1日 （14）

◇ハス花まつり
～一面に広がる大賀ハスと名水火口そばをお楽しみください～
　村内稲荷地区にある稲泉寺周辺には10万株の大賀ハスが
植えられ、７月上旬から８月上旬にかけて桃紅色の美しい
花を咲かせます。また会場では名水火口(ぼくち)そばを味
わうことやそば打ち実演、販売も
行われます。
■日時　７月15日（土）・16日（日）
　　　　午前10時30分～午後２時
■場所　稲泉寺境内

昭和レトロ食彩紀行
～どこか懐かしい木島平村の味をご堪能ください～
　農村の雰囲気漂う「郷の家」を会場に、１年に１度だけ
の幻の食堂“昭和レトロ食彩紀行”が開店します。田植え
煮物や笹ずしなどの郷土料理や創
作料理50品目ほどで訪れた方をお
迎えします※予約制。事前にお問
い合わせください。
■日時　７月15日（土）・16日（日）
　　　　午前11時30分～午後２時
■場所　郷の家（木島平村大字往郷5676）
■料金　大人1,800円　小学生700円（小学生未満無料）
■TEL   0269-87-3100

■会場　飯山市中心市街地（メイン会場は本町商店街）
■日時　8月11日（金・祝）
          「動」・・・16:00～18:00
　　　 「静」・・・18:00～21:00

ジップ・スカイライド
　日本一!!　全長652
ｍのスカイアクティビ
ティ！

サマーゲレンデ
　全 長500ｍ、幅30
ｍ、夏 も ス キ ー・ス
ノーボードを楽しも
う！

ナスキーパーク
　ふわふわマウンテンなど、家族みんなで遊べるアスレチッ
クパーク！

【問合せ先】津南町観光協会
　　　　　 ☎025-765-5585

【問合せ先】いいやま灯篭まつり実行委員会事務局
（商工観光課内）☎62-3111（内線213）

【問合せ先】野沢温泉スポーツサービス（株）
　　　　　 ☎0269-85-2623
　　　　　 HP：http://www.nozawaonsen.co.jp

「津南ひまわり広場」開催！ひまわり一色に
染まる広場をぜひ見に来てください！

いいやま灯篭まつり  ～祈り・願い・灯り・
地上の天の川～  が開催されます

■平成29年7月28日（金）～8月20日（日）
※天候の状態により前後する場合がございます。
◇露店市
　7月29日（金）～8月20日（日）
◇ひまわりウエディング
　7月30日（日）
◇ライトアップ
　8月10日（木）～
　8月16日（水）の
　17時から21時（予定）

■駐車料金
　バイク　　　100円
　普通車以下　300円
　マイクロ以下　1500円
　大型バス　　3000円

７月の木島平はハス花まつり＆
昭和レトロ食彩紀行で決まり！

野沢温泉スポーツ公園
7月1日  ＯＰＥＮ！

　「動」と「静」の二部構成で開催される「いいやま灯篭
まつり」。
　「 動 」 はIIYAMA 
DANCE FES!!。各チー
ムのオリジナルダンス
がまつりを盛り上げます。
　「静」は多くの皆さん
に作成していただいた
約2万個の灯篭が灯り、
明日へと続く光の道し
るべのようにまちを彩
ります。その他にもさ
まざまなイベントで皆
さまのご来場をお待ち
しております。

▲国際ホテルブライダル専門学校と町と
協力して行うひまわりウエディング



栄村診療所より

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関

飯 山 市 1 3 101

木 島 平 村 0 0 25

野沢温泉村 0 0 16

栄 村 0 1 26

管 轄 外 等 0 0 0

確認が　防火に繋がる　第一歩

5月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署との
応援協定による出動を
含みます。

飯山日赤　10
津南病院　3
そ の 他　11
不 搬 送　2

7月の納税等

最高気温 30.3℃ 5月31日（水）
最低気温 8.8℃ 5月28日（日）
平均気温 16.2℃ 総雨量 61.5㎜

世帯数 845世帯 前月比-2
総人口 1,957人 -7

男 946人 -4
女 1,011人 -3

出生 1

死亡 4

転入 0

転出 4

世帯と人口（6月1日現在） 5月中の異動

栄村の気象（5月）

（15） 平成29年 7月1日広 報 さ か え

月
	

１
日（
土
）	
野
々
海
祭【
野
々
海
】

	

２
日（
日
）	
自
然
学
校【
栄
村
公
民
館　
９
時
】

	

７
日（
金
）	
七
夕
ま
つ
り
集
会【
北
信
保
育
園　

９
時
半
】

	

９
日（
日
）	

栄
村
駅
伝
大
会【
北
野　

９
時
半
ス
タ
ー
ト
】

	

11
日（
火
）	

園
開
放
日【
北
信
保
育
園　

9
時
】

	

22
日（
土
）	

さ
か
え
夏
ま
つ
り【
森
宮
野
原
駅　

14
時
】

	

23
日（
日
）	

無
茶
フ
ェ
ス【
栄
中
学
校
体
育
館　

14
時
半
】

	

25
日（
火
）	

園
開
放
日【
北
信
保
育
園　

9
時
】

	　

7
月
7
日（
金
）9
：
30
～
七
夕
ま
つ
り
集
会
を
行
い
ま
す
。

保
育
園
に
入
っ
て
い
な
い
小
さ
い
お
友
達
も
保
育
園
の
お
友
達
と

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　
七
夕
飾
り
を
作
っ
た
り
、
水
あ
そ
び
を
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

	

3
日（
月
）	

幼
児
健
診【
集
団
健
診
室　

13
時
】

	

13
日（
木
）	

子
育
て
相
談
日【
集
団
健
診
室　

9
時
】

	

18
日（
火
）	

離
乳
食
教
室【
集
団
健
診
室　

10
時
】

	

24
日（
月
）	

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診【
各
公
民
館
巡
回
】

	

25
日（
火
）	

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診【
各
公
民
館
巡
回
】

7行事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

七
夕
ま
つ
り
に
来
て
く
だ
さ
い
！

○固定資産税  ○国民健康保険税
○介護保険料  ○村営住宅料
○後期高齢者医療保険料　
○合併浄化槽使用料料
○ケーブルテレビ使用料
○保育料  ○農集排水処理使用料
○教員住宅料  ○温泉休憩所使用料
納期限は 7月31日（月）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

口座振替日
　農協・郵便局	 7月24日（月）
　八十二銀行・県信	 7月25日（火）

　暖かい季節になりましたね。
　診療所玄関入り口の花壇の花も綺麗に
咲き始めました。今年は土壌の改良も行っ
てみましたよ。一日を通して、日の当たら
ない花壇で頑張って咲いているお花たちを、
診療所に来
た際は見て
ていってく
ださいね。
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